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ニンジン　英名：Carrot　分類：セリ科ニンジン属に属する野菜
　学名：Daucus carota subsp.sativus

・原産地：アフガニスタン。
・温度適応性：冷涼な気候を好む。
・�発芽適温：最適温度 15 ～ 25℃。35℃以上の高温では発芽不良となり、10℃以下の低温では
発芽が不揃いとなる。
・�生育適温：地上部の生育適温 18 ～ 21℃、地温 23 ～ 28℃が適温。収穫時期が高温になると、
肥大不良で短根・短茎となる。
・光適応性：比較的強い光を好み、日照量が少ないと根の肥大が悪くなる。
・土壌適応性：土壌適応性は広いが、通気、排水性がよく有機質に富む深い耕土がよい。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.5 ～ 6.5）。
・花芽分化と抽苔：緑植物春化型（グリーンプラントバーナリゼーション）
植物体が一定の大きさに達したところで、一定の低温にある期間置かれることによって花芽
を分化し、その後、高温・長日条件で花芽の発育と抽苔が促進される。低温感応性や抽苔の
早晩性は品種間差が見られ、一般に東洋種は抽苔が早く、西洋種は抽苔が遅い。

・作型別栽培方法
（１）�春まきトンネル栽培：冷涼地 4月播種、中間地の 2～ 3 月播種、7月収穫。トンネル内

が高温になると徒長するので、トンネルの換気に注意する。
（２）�春まき栽培：冷涼地 4～ 5月播種、7～ 10月収穫。生育初期の低温時期は被覆資材によ

る保温が必要。生育後半は高温になるので、抽苔の心配のない晩抽性の品種を使用する。
（３）�夏秋まき栽培：冷涼地の 5～ 7 月播種、9月中旬～ 12 月下旬収穫。中間地の 6月下旬

～ 8月上旬播種、10 月中旬～ 1月収穫。暖地の 7月上旬～ 10 月播種、10 ～ 5 月収穫。
（４）�冬まきトンネル栽培：暖地の 11 ～ 3 月まき、4月中旬～ 7月下旬どりの栽培。露地も

のが出てくるまでの端境期の出荷。


